


　当社は、これまでも水煮野菜の加工
製造に携わってきましたが、一段の消費
拡大を目指し、水煮と一味違う下茹で
野菜の商品化に取り組みました。水煮は
賞味期限９０～１２０日を維持するた
め、添加物、保存料等を使用するため、
旨味や食感が後退します。これに対し下
茹では賞味７～１０日と短いが、流通の
発達で遠隔地まで短時間配達が可能と
なった今、調理時間の短縮だけでなく、
美味しい食材をより安く食卓へ届けるこ
とを目的とし、同時に当社の基幹アイテ
ムに育成する戦略としています。

量販店から要望の強い常温保管に課
題が残るが、冷蔵で販売開始

特に、関心の高い関東・関西方面に重
点を置き、徐々に西日本・九州へ浸透
させる
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下茹で簡便加工野菜／（株）クローバー食品

目的・戦略 今後の課題・展開等

　大麦若葉青汁発祥の地である大分
県国東半島北部地域では、契約農家の
生産者が以前より大麦若葉を栽培して
きました。この若葉を刈取、洗浄、搾汁
工程の後、噴霧乾燥して大麦若葉青汁
用のエキス原料を製造し、青汁製品に
加工しています。
　大麦若葉エキスは今までは、水に溶
かして飲むタイプの青汁商品として販売
流通してきましたが、今回、この大麦若
葉エキスを利用して美味しく飲める飲料
として、食品に加工利用できないかとの
目的で、飲みやすい青汁ヨーグルトの開
発に取り組みました。

　今回はヨーグルトに利用することで取
り組んだが、今後は他の飲料や食品(菓
子、うどん、パンなど)へ加工利用する方
法を開発していく。また、製品化した商品
をいかに販路拡大していくかも重要な課
題となる。

大麦若葉エキス利用食品／日本薬品開発（株）大分工場

目的・戦略 今後の課題・展開等

　企業組合村ネットワークは、規格外・
地元産野菜をはじめ、大分県産農産物
の活用を主な業務内容とし、カット野菜
を中心に業務用食材の加工・販売を
行っています。そのため、製品の多くが冷
蔵保存４日前後の根菜類であり、①原
料の野菜によって供給量に隔たりがあ
り、特に葉菜類の消費・活用を強化する
べきであること、②旬の野菜そのものを
製品化する利点のさらなる追求と付加
価値の創出、③長期の保存に対応でき
る商品開発による経営の長期的展望と
販路拡大に伴い、原材料（地元産野菜）
の消費量の増大・地元農家の生産量拡
大の長期的な見通しを立てることを可
能にする― 以上３点に大別した目的に

野菜の風味を最大限に引き出す介護
食（主にソフト食）の開発
野菜ペーストを原料とした自社製品の開発
販路拡大

野菜ペーストの加工品／企業組合村ネットワーク

目的・戦略

今後の課題・展開等

　“かぼす”は大分県の特産品として県
下全域で生産され、青果や加工用途で
利用されています。
　加工用途は果汁が主体となっており、
約２,５００トンの“かぼす”が搾汁されて
おり、このうちの３５％は果汁として利用
されていますが、６５％を占める果皮に
ついては殆ど活用されずに廃棄物とさ
れているのが現状です。このことから、搾
汁直後の果皮を独自の製法で色、香り
を保持した“かぼす”の甘露煮にし、一
次加工したものを、三重に包んだ饅頭に
仕上げ、脇役から主役としての商品を開
発しました。

商品パッケージの充実
おおいた食料産業クラスター
協議会での食農連携体制強
化事業で商品の販路拡大

カボスまんじゅう／御菓子司高橋水月堂

目的・戦略 今後の課題・展開等

より、主力商品の「カット野菜」から一歩
先へすすんだ、コストやロスの出ない下
処理済みの野菜商材「野菜ペースト」の
開発に取り組んだものです。

原料供給

自社圃場
契約農家
県内青果市場
（県南品のみ）

商品企画・開発
(株)クローバー食品
農法)JAPANクローバー

製　造

(株)クローバー食品

評価・支援

おおいた食料産業クラスター協議会 大分大学、別府大学

技術支援

原料供給

青麦生産組合

商品企画・開発

日本薬品開発(株)

製　造

(株)ヨーグルトン乳業

評価・支援

おおいた食料産業クラスター協議会 大分県産業科学技術センター

技術支援

原料供給

JAおおいたぶんご大野
地元農家
スウェデポニック久住

商品企画・開発・製

企業組合村ネットワーク

県内外ホテル・レストラン
ドレッシングメーカー
病院・介護施設

評価・支援
おおいた食料産業クラスター協議会

別府大学

原料供給

JA臼杵

商品企画・開発
御菓子司　高橋水月堂
極東印刷（パッケージ）

市場開発
ADO九州デパートメント協会
一村一品株式会社

評価・支援
大分産業技術センター・大分県産業創造機構
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　筑後川の中流域に位置する日田
市三隈川は、鮎の産地であり、江
戸時代には、鵜飼いもおり、焼き鮎
を食べながら川涼みを行う遊船は
夏の風物詩となっています。この三
隈川のそばで百年以上、みそや醤
油を造り続けている「まるはら」は、
2000年春、近くのアユ養殖業者か
ら規格外のアユの有効利用を持ち
掛けられ、鮎魚醤の研究がスター

トしました。タンパク質分解酵素を
研究していた大分県産業科学技術
センターの研究員と試行錯誤を重
ねて製法を編み出しました。
 　鮎魚醤は日田の食の隠し味で
ありますが、今やパリやニューヨー
クの国際博覧会にも出展し好評を
得たり、東京の百貨店などで売ら
れ、有名なイタリア料理店でも使わ
れているほどの食材です。
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4 参考事例の紹介・連携窓口の紹介

鮎魚醤/まるはら

目的・戦略

　大分県は、愛知県に次ぐ大葉の産地
です。また、にんにくは青森県が主な産
地ですが、量的には中国産が大半で、国 
内産は、九州では絶対量が不足してい
ることから、大分県ではにんにくの栽培
を現在推進しています。この大葉とにん 
にくを使い、大分県内の老舗醤油屋3店
合同で開発した製品がガーリック醤油
です。各店の得意なノウハウを持ち寄り、 
衛生管理の行き届いた工場で共同生産
しています。

　開発する商品は、消費者の意見やバイ
ヤーの評価を聞いて改良していく予定で
す。ターゲットは量販店であり、飲食店な
どの業務用です。土産物品として、大分空
港、キオスクにも出品します。また全国及
び海外への販路拡大も視野に入れるた
め、3月に開催された日本最大の商談会
FOODEX JAPANへ出展しました。

3店合同開発製品/ユワキヤ醤油（株）・(有)二反田醤油点中津工場・(有)田中醤油店

目的・戦略 今後の課題・展開等

まるはら

大分県産業科学技術センター

共同開発

共同特許
フーズテクニカルサービス

産地（原材料供給）

全農おおいた

開発・製造（にんにく醤油、大葉にんにくの製造）

研究機関（各種技術指導）
大分県産業科学技術センター
九州大学

流通

トキハインダストリー 別府大学

成分分析

参考事例の紹介

ユワキヤ醤油株式会社
有限会社二反田醤油店
有限会社田中醤油店

研究機関や支援機関を利活用するメリット
 

研究機関・普及支援機関の窓口のご紹介
 

新たな商品開発・技術開発に
着手する際に、個々の事業者の
技術は解決できない課題もある
と思います。
このような場合に、地域の研究
機関等に連絡し、課題解決の糸
口を探すのも一つの方法です。

地域の研究機関等で所有して
いる技術シーズは、課題解決の
きっかけとなることも多く、また、
近隣の機関であれば、相談も行
い易いものです。
技術シーズを有する研究担当
者から指導を受け、開発の連携
を講じることで、課題解決の近
道となります。

これらの課題を解決するため、
国の支援事業を狙うのも一つ
の方法です。その際には、連携し
た各メンバーが大いに頼りにな
る存在です。連携した関係者で
議論を重ねたことで、事業者の
みなさんが主体となり、課題が
整理された企画書の作成が可
能となるでしょう。

現在、地域の各研究機関では、
地域の支援機関と連携し、商品
化・事業化に向けたご相談に応
じることも可能です。
結果として、技術シーズを介した
連携から、課題解決の協力者が
広がることとなります。

　「大分県のポテンシャル把握」や「地域の食農連携に関する課題について」で整理した「地域施策」
や「技術の優位性」を背景として、みなさまの企業戦略に即した新たな技術開発や製品開発を行う際
には、地域の研究拠点や推進拠点との積極的な連携により、より多くの課題解決が可能となります。
　ご紹介させていただきました機関・組織は、本書作成にあたりご参集頂きました「大分県地域連
携推進戦略構想書策定ワーキング」のメンバーです。地域の企業のみなさまとの連携による課題解
決に向け、お気軽にご相談ください。

研究機関 普及支援機関

●国立大学法人 大分大学 

●別府大学発酵食品・
   加工食品地域協同研究センター 

●大分県産業科学技術センター 

●大分県農林水産部野菜・茶業研究所

●有限会社大分TLO 
　(おおいた食料産業クラスター協議会)

●財団法人 大分県産業創造機構

●中小企業団体中央会

●JAおおいた

連携窓口の紹介Ⅱ
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　本学では、人間と社会と自然に関する教育と研究を通じて、豊かな創造性、社会性およ
び人間性を備えた人材を育成するとともに、地域の発展ひいては国際社会の平和と発展
に貢献し、人類福祉の向上と文化の創造に寄与し、教育、 研究、社会貢献を目標とした業
務を行なっています。 また、産学官連携推進事業として、提案公募型の補助事業への申請
及び、その成果研究内容の事業化・実用化などを目指しています。

機関のプロフィール 

～こんな時にはご相談ください～
・食品の機能性の解明と水産食品の品質評価 
・非殺菌・直接L-乳酸発酵の開発
・廃棄物からの発酵栄養源の開発と応用 
・かんきつ類種子の機能性成分の抽出 
・機能性食品の開発と応用 
・コラーゲン由来ペプチドの生活活性に関する研究 
・最先端のバイオテクノロジー研究 
・アレルギーや癌因子を低減する食品の開発

◇エコノミークラス症候群を予防する飲料の開発 
◇ユズの免疫制御成分を活用したアレルギー軽減飲料の開発 
◇大麦若葉エキスを利用した食品の開発 
◇水産加工残渣を用いた新規飼料による地域ブランド魚の開発

地域事業者と連携した技術開発等の事例

大分県大分市旦野原700番地 
TEL 097-554-7430 FAX 097-554-7740 
ホームページ :http://www.oita-u.ac.jp/ 
担当者：工学部・平田誠、教育福祉科学部・望月聡、経済学部・松隈久昭

国立大学法人大分大学

平成18年(2006年)10月に発足して以来、地元企業や地域住民の方々からの多くのご相
談に応じて現在に至っています。

機関のプロフィール 

～こんな時にはご相談ください～
農産物・魚介類・食肉などの食材を発酵や熟成により加工する。
・・・・・・・・・たとえば、発酵・醸造に関わることであれば、 酵母や
細菌の育種、新規食品の開発等、さまざまなバイオ技術に関す
る指導やアドバイスを行います。

大分県産食材を低温スチーム方式「鉄輪地獄蒸し」
で加工した農産物・魚介類・食肉の新商品開発と販
路開拓　　　　　　連携者　株式会社 風月

和食に合うチーズの開発 
　　　　　　　　　連携者　クックヒルファーム

鯛魚醤の開発　　　連携者　(有)宝水産

地域事業者と連携した技術開発等の事例

大分県大分県別府市北石垣82 
Tel.0977-67-0101 Fax.0977-66-9631 
http://www.beppu-u.ac.jp/general/institutions/ferment/
担当者：食物栄養科学部発酵食品学科 森口 充瞭

学校法人別府大学 
発酵食品・加工食品地域協同研究センター

食品分野における地域連携支援について

食品分野における地域連携支援について

4 参考事例の紹介・連携窓口の紹介

大学・研究機関のご紹介
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　大分県産業科学技術センタ-は、県内産業の振興を目的に、ものづくり現場の技術支援機
関「あなたの会社の研究室」として、技術相談や企業訪問を通じ、 県内企業の技術ニーズを見
据え、依頼試験や設備利用、研究開発などの業務を積極的に推進しています。 食品産業担当
の業務では、食品製造に携わる企業等を対象として、食品製造、 流通、醸造・発酵等に関わる
試験研究を行っています。
　商品開発を支援する関連業務では企業が自ら商品開発を行う能力を養うためのワークシ
ョップ型商品開発支援プロジェクトの推進や地域資源を活用した商品開発から販路までの
実践的な支援を実施しています。
また、競争力のあるブランド化の推進に欠かせない商標や特許に関しては、当センター内の大
分県知的所有権センターや発明協会大分県支部できめ細かなサポートを行っています。

機関のプロフィール 

～こんな時にはご相談ください～
技術相談窓口:https://www.oita-ri.go.jp/sodan/ 
・食品についての情報がほしい 
・品質保持・品質管理について知りたい 
・製造販売している商品の技術課題を克服したい 
・新製品開発についてのアドバイスがほしい 
・試作をしたい・食品の成分分析がしたい 
・講習会や研修会に参加したい

◇県産一次産品を利用した高付加価値加工食品の開発 
　(カボス・ゆず・ナシ・小麦・米粉利用技術)
◇県産小麦・米粉等を用いたパン加工適性評価
◇シカ肉加工品試食検討会
◇ナシシロップ漬
◇県産小麦うどんの学校給食への導入 
◇梨果汁を混合した野菜ジュースの開発 等

地域事業者と連携した技術開発等の事例

大分市高江西1-4361-10 
TEL 097-596-7100(代表)FAX097-596-7110 
ホームページ: http://www.oita-ri.go.jp/ 
担当者：食品産業担当 主幹研究員 廣瀬正純

大分県産業科学技術センター (通称:OIRI)

　大分県農林水産研究センターは、農林水産業に関する試験研究、調査研究、研修指導
並びに農林水産業に関する情報の収集、解析、提供等を行う試験研究機関です。
　研究センターには、安全農業研究所、水田農業研究所、野菜・茶業研究所、 果樹研究
所、花き研究所、畜産試験場、林業試験場、きのこ研究所、水産試 験場の9つの研究所・
試験場があります。

機関のプロフィール 

～以下の研究に取り組んでいます、ご相談ください～
・農産物の安全・安心に関する研究 
・水稲、麦、大豆に関する研究 
・野菜・いも類・茶に関する研究 
・果樹類の栽培技術に関する研究 
・肉用牛・乳用牛・豚、家禽に関する研究 
・きのこ類、養殖魚介類・藻類に関する研究

◇味噌・醤油と麦・大豆生産 
◇豆腐と大豆生産、うどんと麦生産 
◇焼酎と麦生産、日本酒と米生産、ワインとブドウ生産 
◇調味素材とカボス
◇魚介類と水産加工

地域事業者と連携した技術開発等の事例

大分市大手町3丁目1番1号(大分県庁舎本館9階研究普及課内) 
TEL 097-506-3568(研究企画担当) FAX 097-506-1758 
e-mail：a15051@pref.oita.lg.jp

大分県農林水産研究センター

食品分野における地域連携支援について

食品分野における地域連携支援について

大学・研究機関のご紹介

皆様のご利用をお待ちしています          
廣瀬正純



食農連携促進技術対策事業36

　本学では、人間と社会と自然に関する教育と研究を通じて、豊かな創造性、社会性およ
び人間性を備えた人材を育成するとともに、地域の発展ひいては国際社会の平和と発展
に貢献し、人類福祉の向上と文化の創造に寄与し、教育、 研究、社会貢献を目標とした業
務を行なっています。 また、産学官連携推進事業として、提案公募型の補助事業への申請
及び、その成果研究内容の事業化・実用化などを目指しています。

機関のプロフィール 

～こんな時にはご相談ください～
・食品の機能性の解明と水産食品の品質評価 
・非殺菌・直接L-乳酸発酵の開発
・廃棄物からの発酵栄養源の開発と応用 
・かんきつ類種子の機能性成分の抽出 
・機能性食品の開発と応用 
・コラーゲン由来ペプチドの生活活性に関する研究 
・最先端のバイオテクノロジー研究 
・アレルギーや癌因子を低減する食品の開発

◇エコノミークラス症候群を予防する飲料の開発 
◇ユズの免疫制御成分を活用したアレルギー軽減飲料の開発 
◇大麦若葉エキスを利用した食品の開発 
◇水産加工残渣を用いた新規飼料による地域ブランド魚の開発

地域事業者と連携した技術開発等の事例

大分県大分市旦野原700番地 
TEL 097-554-7430 FAX 097-554-7740 
ホームページ :http://www.oita-u.ac.jp/ 
担当者：工学部・平田誠、教育福祉科学部・望月聡、経済学部・松隈久昭

国立大学法人大分大学

平成18年(2006年)10月に発足して以来、地元企業や地域住民の方々からの多くのご相
談に応じて現在に至っています。

機関のプロフィール 

～こんな時にはご相談ください～
農産物・魚介類・食肉などの食材を発酵や熟成により加工する。
・・・・・・・・・たとえば、発酵・醸造に関わることであれば、 酵母や
細菌の育種、新規食品の開発等、さまざまなバイオ技術に関す
る指導やアドバイスを行います。

大分県産食材を低温スチーム方式「鉄輪地獄蒸し」
で加工した農産物・魚介類・食肉の新商品開発と販
路開拓　　　　　　連携者　株式会社 風月

和食に合うチーズの開発 
　　　　　　　　　連携者　クックヒルファーム

鯛魚醤の開発　　　連携者　(有)宝水産

地域事業者と連携した技術開発等の事例

大分県大分県別府市北石垣82 
Tel.0977-67-0101 Fax.0977-66-9631 
http://www.beppu-u.ac.jp/general/institutions/ferment/
担当者：食物栄養科学部発酵食品学科 森口 充瞭

学校法人別府大学 
発酵食品・加工食品地域協同研究センター

食品分野における地域連携支援について

食品分野における地域連携支援について
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　大分県産業科学技術センタ-は、県内産業の振興を目的に、ものづくり現場の技術支援機
関「あなたの会社の研究室」として、技術相談や企業訪問を通じ、 県内企業の技術ニーズを見
据え、依頼試験や設備利用、研究開発などの業務を積極的に推進しています。 食品産業担当
の業務では、食品製造に携わる企業等を対象として、食品製造、 流通、醸造・発酵等に関わる
試験研究を行っています。
　商品開発を支援する関連業務では企業が自ら商品開発を行う能力を養うためのワークシ
ョップ型商品開発支援プロジェクトの推進や地域資源を活用した商品開発から販路までの
実践的な支援を実施しています。
また、競争力のあるブランド化の推進に欠かせない商標や特許に関しては、当センター内の大
分県知的所有権センターや発明協会大分県支部できめ細かなサポートを行っています。

機関のプロフィール 

～こんな時にはご相談ください～
技術相談窓口:https://www.oita-ri.go.jp/sodan/ 
・食品についての情報がほしい 
・品質保持・品質管理について知りたい 
・製造販売している商品の技術課題を克服したい 
・新製品開発についてのアドバイスがほしい 
・試作をしたい・食品の成分分析がしたい 
・講習会や研修会に参加したい

◇県産一次産品を利用した高付加価値加工食品の開発 
　(カボス・ゆず・ナシ・小麦・米粉利用技術)
◇県産小麦・米粉等を用いたパン加工適性評価
◇シカ肉加工品試食検討会
◇ナシシロップ漬
◇県産小麦うどんの学校給食への導入 
◇梨果汁を混合した野菜ジュースの開発 等

地域事業者と連携した技術開発等の事例

大分市高江西1-4361-10 
TEL 097-596-7100(代表)FAX097-596-7110 
ホームページ: http://www.oita-ri.go.jp/ 
担当者：食品産業担当 主幹研究員 廣瀬正純

大分県産業科学技術センター (通称:OIRI)

　大分県農林水産研究センターは、農林水産業に関する試験研究、調査研究、研修指導
並びに農林水産業に関する情報の収集、解析、提供等を行う試験研究機関です。
　研究センターには、安全農業研究所、水田農業研究所、野菜・茶業研究所、 果樹研究
所、花き研究所、畜産試験場、林業試験場、きのこ研究所、水産試 験場の9つの研究所・
試験場があります。

機関のプロフィール 

～以下の研究に取り組んでいます、ご相談ください～
・農産物の安全・安心に関する研究 
・水稲、麦、大豆に関する研究 
・野菜・いも類・茶に関する研究 
・果樹類の栽培技術に関する研究 
・肉用牛・乳用牛・豚、家禽に関する研究 
・きのこ類、養殖魚介類・藻類に関する研究

◇味噌・醤油と麦・大豆生産 
◇豆腐と大豆生産、うどんと麦生産 
◇焼酎と麦生産、日本酒と米生産、ワインとブドウ生産 
◇調味素材とカボス
◇魚介類と水産加工

地域事業者と連携した技術開発等の事例

大分市大手町3丁目1番1号(大分県庁舎本館9階研究普及課内) 
TEL 097-506-3568(研究企画担当) FAX 097-506-1758 
e-mail：a15051@pref.oita.lg.jp

大分県農林水産研究センター

食品分野における地域連携支援について

食品分野における地域連携支援について

大学・研究機関のご紹介

皆様のご利用をお待ちしています          
廣瀬正純
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4 参考事例の紹介・連携窓口の紹介

普及支援機関のご紹介 普及支援機関のご紹介

　大分県内の大学・高専(具体的には大分大学、日本文理大学、大分工業高等専門学校)
の研究成果の主として県内産業界への技術移転の促進を図ることにより、 新たな事業分
野の開拓及び産業技術の向上、大学等研究機関における研究活動の活性化を図る事業
等を行なっております。

機関のプロフィール 

～こんな時にはご相談ください～
まず本協会の会員に登録する必要がありますが、登録後は右に
記載の支援事業の相談を受けることが可能です。

おおいた食料産業クラスターでは、食品企業と産地とのマッチ
ングの場づくりを 通じて、
①県産食材を用いた新商品開発、②食品産業向け原料供給産
地の育成、③食品企業に共通する技術課題の解決に取組む。
今後の取組の方向性として次の取組みを進める。

食品産業と農林水産業の連携促進のためのコーデ
ィネーターの設置、交流の場の提供
加工に適した成分を有する原料向けの施肥・栽培技
術の開発 
県産原料を用いた新商品開発 
産学官の連携による食品産業の技術高度化・技術
革新 
商談会・展示会・アドバイザー会議を通じた販路開
拓

食料産業の地域連携に関する主な支援事業等の紹介

大分県大分市旦野原700番地大分大学地域共同研究センタ―内 
TEL 097-554-6158、FAX 097-554-6176 
ホームページ：http://tlo.radc.oita-u.ac.jp/ 
担当者：事務局長・安永昌二

有限会社大分ＴＬＯ（おおいた食料産業クラスター協議会）

　当機構では、県内の中小企業、創業を目指す方の様々なご相談にワンストップで応じら
れるよう窓口を開設しています。窓口では、経営全般からIT、現場改善、地域資源の活用な
ど、課題に応じてコーディネーターが専門家や支援策につなげていきます。
　他にも取引あっせん、ビジネスプラングランプリ、産学官連携、地域経済の動向調査な
ど、相談者の方のニーズに合ったサポートができる体制を整えています。

機関のプロフィール 

～こんな時にはご相談ください～

・生産管理・品質管理・施設管理等の技術力向上 
・新技術、新商品の企画開発・販路開拓 
・食品関連の行政支援施策利用 
・人材育成、社員教育等スキルアップ研修

地域産業資源の活用支援事業
指定地域資源を活用して新商品の研究開発・試作生産・販
路開拓に取り組む事業展開活動に対し、人材・技術・研究・
企画・販売等に関する支援助成施策を実施する。
専門家派遣事業(主に地域資源活用事業者を対象)
食品関連事業者の経営課題解決を登録専門家と共に考
え、改善策を 構築し事業展開の活性化を図ります。
課題例)・生産管理改善・品質向上改善・認証取得
経営革新・マーケティング調査・デザイン企画・販路拡大な
ど

大分市東春日町17番20号(大分県ソフトパーク内) 
TEL 097-533-0220 FAX 097-538-8407 
ホームページ：http://www.columbus.or.jp/ 
担当者：鑓水 道雄 (地域資源コーディネーター)

財団法人大分県産業創造機構

食品分野における地域連携支援について

食品分野における地域連携支援について
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食料産業の地域連携に関する主な支援事業等の紹介

●

●

●
●

●

●

●

●

お気軽にご相談ください。 　中央会は組合の設立をはじめ、組合運営全般にわたり巡回指導や個別専 門指導、集
中指導などの指導などで中小企業の組織を推進しているほか、 金融、税制、労働、情報化
等中小企業が抱えている多くの問題や新連携、 経営革新、創業など幅広く相談に応じて
います。

機関のプロフィール 

～こんな時にはご相談ください～
　地域ブランドを高めるため、地域の技術や農林水産品、 観光
資源等の活用や中小企業者と農林水産業者が連携 し、新商
品、新サービスの開発、市場化等を支援します。

新たなビジネスマッチング、企業同士の出会いの機会
の 拡大、新市場の開拓等についてコーディネートを支
援します。
経営革新計画、地域資源活用、農商工連携、新連携等 
の計画作りから販路開拓等を支援します。
食品産業等の事業経営の充実、強化を図るための組
合等の設立や新規創業のための組織化を支援します。

食料産業の地域連携に関する主な支援事業等の紹介

食料産業の地域連携に関する主な支援事業等の紹介

住所 〒870-0026 大分市金池町3丁目1番64号 大分県中小企業会館4階
TEL 097-536-6331　FAX 097-537-2644 
ホームページ：http://www.chuokai-oita.or.jp 
担当者：施策推進課、組織支援課

大分県中小企業団体中央会
(大分県食品産業協議会) (大分県異業種団体協議会)

　「大分県農業協同組合」(愛称JAおおいた)は、組合員
の生活の向上とJAの経営の安定化を図るため、県内
16JAが広域合併して誕生しました。持続可能な農業や
心の豊さを追求するため、地域社会の中核的な存在とし
て、一層の発展に向け課題の解決と諸条件の整備に取
組んでいます。

機関のプロフィール 

～こんな時にはご相談ください～

・農産物の栽培技術指導 
・加工原材料の確保に向けた対応 
・農産物の生産・収穫期間等 
・加工品の提供 
・地域別の特産物紹介

組合員の要望に応えられる営農・販売・経済事業
・充実した営農支援体制
・有利販売と農家所得の向上 
・食の安全・安心対策の徹底 
・地域農業の担い手育成と支援対策の強化 
・新規就農者への支援 
・JAファーマーズ・マーケット事業の確立 
・指導購買・予約購買の強化 
・弾力的生産資材価格の設定
・資材コストの低減
地域で安心して暮せる生活事業 
・専門性をもったきめ細やかなサービスの提供 
・食育、スポーツ活動等の積極的展開
組合員の生活・財産を守る金融・共済事業 
・渉外員の充実と高度な専門性をもった相談機能

住所 〒870-0854 大分県大分市大字羽屋600番地の10 
TEL097-544-0310 FAX097-544-0340
ホームページ：http://www.jaoita.net/ja-oita.html 
担当者：営農企画課 課長 竹川博和
　　　営農企画課 職員 藤永昌雄

大分県農業協同組合(JAおおいた)

食品分野における地域連携支援について

食品分野における地域連携支援について

お気軽にご相談ください。
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4 参考事例の紹介・連携窓口の紹介

普及支援機関のご紹介 普及支援機関のご紹介

　大分県内の大学・高専(具体的には大分大学、日本文理大学、大分工業高等専門学校)
の研究成果の主として県内産業界への技術移転の促進を図ることにより、 新たな事業分
野の開拓及び産業技術の向上、大学等研究機関における研究活動の活性化を図る事業
等を行なっております。

機関のプロフィール 

～こんな時にはご相談ください～
まず本協会の会員に登録する必要がありますが、登録後は右に
記載の支援事業の相談を受けることが可能です。

おおいた食料産業クラスターでは、食品企業と産地とのマッチ
ングの場づくりを 通じて、
①県産食材を用いた新商品開発、②食品産業向け原料供給産
地の育成、③食品企業に共通する技術課題の解決に取組む。
今後の取組の方向性として次の取組みを進める。

食品産業と農林水産業の連携促進のためのコーデ
ィネーターの設置、交流の場の提供
加工に適した成分を有する原料向けの施肥・栽培技
術の開発 
県産原料を用いた新商品開発 
産学官の連携による食品産業の技術高度化・技術
革新 
商談会・展示会・アドバイザー会議を通じた販路開
拓

食料産業の地域連携に関する主な支援事業等の紹介

大分県大分市旦野原700番地大分大学地域共同研究センタ―内 
TEL 097-554-6158、FAX 097-554-6176 
ホームページ：http://tlo.radc.oita-u.ac.jp/ 
担当者：事務局長・安永昌二

有限会社大分ＴＬＯ（おおいた食料産業クラスター協議会）

　当機構では、県内の中小企業、創業を目指す方の様々なご相談にワンストップで応じら
れるよう窓口を開設しています。窓口では、経営全般からIT、現場改善、地域資源の活用な
ど、課題に応じてコーディネーターが専門家や支援策につなげていきます。
　他にも取引あっせん、ビジネスプラングランプリ、産学官連携、地域経済の動向調査な
ど、相談者の方のニーズに合ったサポートができる体制を整えています。

機関のプロフィール 

～こんな時にはご相談ください～

・生産管理・品質管理・施設管理等の技術力向上 
・新技術、新商品の企画開発・販路開拓 
・食品関連の行政支援施策利用 
・人材育成、社員教育等スキルアップ研修

地域産業資源の活用支援事業
指定地域資源を活用して新商品の研究開発・試作生産・販
路開拓に取り組む事業展開活動に対し、人材・技術・研究・
企画・販売等に関する支援助成施策を実施する。
専門家派遣事業(主に地域資源活用事業者を対象)
食品関連事業者の経営課題解決を登録専門家と共に考
え、改善策を 構築し事業展開の活性化を図ります。
課題例)・生産管理改善・品質向上改善・認証取得
経営革新・マーケティング調査・デザイン企画・販路拡大な
ど

大分市東春日町17番20号(大分県ソフトパーク内) 
TEL 097-533-0220 FAX 097-538-8407 
ホームページ：http://www.columbus.or.jp/ 
担当者：鑓水 道雄 (地域資源コーディネーター)

財団法人大分県産業創造機構

食品分野における地域連携支援について

食品分野における地域連携支援について
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食料産業の地域連携に関する主な支援事業等の紹介
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●

●
●

●

●

●
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お気軽にご相談ください。 　中央会は組合の設立をはじめ、組合運営全般にわたり巡回指導や個別専 門指導、集
中指導などの指導などで中小企業の組織を推進しているほか、 金融、税制、労働、情報化
等中小企業が抱えている多くの問題や新連携、 経営革新、創業など幅広く相談に応じて
います。

機関のプロフィール 

～こんな時にはご相談ください～
　地域ブランドを高めるため、地域の技術や農林水産品、 観光
資源等の活用や中小企業者と農林水産業者が連携 し、新商
品、新サービスの開発、市場化等を支援します。

新たなビジネスマッチング、企業同士の出会いの機会
の 拡大、新市場の開拓等についてコーディネートを支
援します。
経営革新計画、地域資源活用、農商工連携、新連携等 
の計画作りから販路開拓等を支援します。
食品産業等の事業経営の充実、強化を図るための組
合等の設立や新規創業のための組織化を支援します。

食料産業の地域連携に関する主な支援事業等の紹介

食料産業の地域連携に関する主な支援事業等の紹介

住所 〒870-0026 大分市金池町3丁目1番64号 大分県中小企業会館4階
TEL 097-536-6331　FAX 097-537-2644 
ホームページ：http://www.chuokai-oita.or.jp 
担当者：施策推進課、組織支援課

大分県中小企業団体中央会
(大分県食品産業協議会) (大分県異業種団体協議会)

　「大分県農業協同組合」(愛称JAおおいた)は、組合員
の生活の向上とJAの経営の安定化を図るため、県内
16JAが広域合併して誕生しました。持続可能な農業や
心の豊さを追求するため、地域社会の中核的な存在とし
て、一層の発展に向け課題の解決と諸条件の整備に取
組んでいます。

機関のプロフィール 

～こんな時にはご相談ください～

・農産物の栽培技術指導 
・加工原材料の確保に向けた対応 
・農産物の生産・収穫期間等 
・加工品の提供 
・地域別の特産物紹介

組合員の要望に応えられる営農・販売・経済事業
・充実した営農支援体制
・有利販売と農家所得の向上 
・食の安全・安心対策の徹底 
・地域農業の担い手育成と支援対策の強化 
・新規就農者への支援 
・JAファーマーズ・マーケット事業の確立 
・指導購買・予約購買の強化 
・弾力的生産資材価格の設定
・資材コストの低減
地域で安心して暮せる生活事業 
・専門性をもったきめ細やかなサービスの提供 
・食育、スポーツ活動等の積極的展開
組合員の生活・財産を守る金融・共済事業 
・渉外員の充実と高度な専門性をもった相談機能

住所 〒870-0854 大分県大分市大字羽屋600番地の10 
TEL097-544-0310 FAX097-544-0340
ホームページ：http://www.jaoita.net/ja-oita.html 
担当者：営農企画課 課長 竹川博和
　　　営農企画課 職員 藤永昌雄

大分県農業協同組合(JAおおいた)

食品分野における地域連携支援について

食品分野における地域連携支援について

お気軽にご相談ください。
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普及支援機関のご紹介

　需給センターは、食品産業動態調査、マーケティング、流通構造調査に加え、食の安全・
安心の分野では､国の助成等により､食品トレーサビリティの推進に向けた各種事業の実
施､食料産業の競争力強化に対しては、地域を中心とした「食料産業クラスター」の支援活
動や産学官連携における技術開発事業（競争的資金）の推進機関としての役割を担うとと
もに、環境・バイオマス分野における調査研究業務などの取組みも併せて実施しています。

機関のプロフィール 

～こんな時にはご相談ください～
　需給センターでは、農林水産省が進める食品産業と農業等との
連携を踏まえた地域活性化の施策の全国機関として、農林水産省
の他、関連の各省庁及び関連団体等の情報連携を構築しています。
　みなさんの取組みに対し、支援事業や有識者・実務者等を、広範
な視点からご紹介が可能ですので、お気軽にご相談ください。

東京都北区西ヶ原1-26-3 農業技術会館3F
TEL 03-5567-1991 FAX 03-5567-1960
ホームページ：http://www.fmric.or.jp/
担当者：調査研究部 主任研究員 長谷川潤一

大分県大分市上野丘西18番8号
TEL 097-545-1608 FAX 097-545-1623
大分地区担当者： 客員研究員 畑中裕子
（株式会社ワーキングルーム代表取締役）

社団法人食品需給研究センター

大分地区担当

全国の取組みについて、コーディネート
いたします。お気軽にご相談ください。

　現地ニーズに併
せ、みなさんからの
ご相談を各研究機
関や支援機関にお
つなぎ致します。
お気軽にご相談くだ
さい。

食農連携促進事業（H22農商工等連携支援事業）
　食農連携や農商工連携等における、地域の枠組構築、
新商品開発、技術開発、販売戦略・マーケティング戦略の
策定等、各種の支援事業等のご紹介を行っています。
　地域連携の推進に向けた全国の有識者ネットワークを
2,000人規模で所有しています。有識者や実務者のご紹
介等も可能です。

食料産業の地域連携に関する主な支援事業等の紹介食品分野における地域連携支援について

　JFおおいたは、全国に先駆け県内の全漁協が合併し、平成14年4月に日本一の大型漁
業協同組合として誕生しました。県下組合員とともに、自然に恵まれた海を守り、安全・安
心、そして健康食料としての魚介類を消費者の皆様へ提供させていただいてい ます。

機関のプロフィール 

～こんな時にはご相談ください～
・県内水産物の産地・水揚・供給・加工取扱情報について
・漁法・料理法等の情報について
・地域団体商標等の水産物に係る知的財産の使用について

学校給食・生協等との連携
地元水産物の販路拡大事業
直販店による地元消費者へのアピール
料理教室等の地域消費者との交流
地元加工業との連携

食料産業の地域連携に関する主な支援事業等の紹介

大分市府内町3丁目5番7号 大分県水産会館 
TEL097-532-6611 FAX097-537-1711 
ホームページ：http://www.jf-oita.or.jp/ 
担当者：参事 三宅哲朗

大分県漁業協同組合(JFおおいた)

食品分野における地域連携支援について
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お気軽にご相談ください。
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